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「きぼう」利用マウスサンプルシェアテーマ募集　提案書
国立研究開発法人宇宙航空研究開発機構
有人宇宙技術部門
きぼう利用センター長　殿
以下の内容にて申し込みます。
· テーマ　：＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 
　提出書類　：
　　　　（１）提案書（本書）
　
なお、「きぼう」利用マウスサンプルシェアテーマ募集の共同研究契約書(約款)に記載の条件を十分に理解し、同意したうえで、本提案書を提出いたします。
平成　　年　　月　　日
（所属機関名）
（部署）
（役職名・代表者）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　印
募集案内を確認の上、応募します。　□（チェック）
	受付番号（事務局記載）
	

	

	
	記入欄

	共有希望
サンプル
（別紙参照）
※最大５サンプルまでご記入ください。
	サンプル1（日本語名称および番号）
	

	
	サンプル2（日本語名称および番号）
	

	
	サンプル3（日本語名称および番号）
	

	
	サンプル4（日本語名称および番号）
	

	
	サンプル5（日本語名称および番号）
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	所属機関/部署
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	氏名（英文表記）
	

	
	
	役職（英文表記）
	

	
	
	所属機関/部署（英文表記）
	

	
	
	E-mailアドレス
	

	
	研究分担者1
	所属機関/部署
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	分担概要
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	□　　きぼう利用実験を広くアピールするため、テーマ採択決定後は、「機関名・提案者名・サンプル名(正式名称・略称)」をJAXAホームページ等で公開する予定です。公開にご了承頂けない場合は、左欄にチェックを入れてください。


	提案研究の概要（100字）

	研究の目的、内容、成果の活用等、研究について概要を記載してください。

	現在の研究状況（400字以内）

	研究の背景や実績を踏まえて現在の研究状況を記載して下さい。

	過去の宇宙実験について

	過去の宇宙実験の状況、得られた成果、課題等について記載して下さい。
過去に宇宙実験に参加したことがあり、かつ、その関連あるいは継続テーマとして今回応募される方が記入対象です。それ以外の方は記入頂く必要はありません。

	提案研究の意義および目的（300字以内）

	類似または競合する研究・技術と比べて、提案研究にどのような特色や優位性があるのかが分かるように記載して下さい。

	研究の実施体制・解析環境・課題について

	（例：本研究には〜名の学生および職員が従事しており、常に○○サンプルを使った評価・解析を実施している。そのため、本提案に必要な解析装置を用いた評価・解析は可能である。）

	宇宙実験サンプルを用いる必要性（100字以内）

	宇宙実験サンプルを用いることが地上研究のどこにどのように寄与する/必要となるのかを明確に記載して下さい。特に、なぜ宇宙実験が必要となるのか（地上でのサンプルではなぜ目標達成が不可能であるのか）が明確になるように記載してください。

	提案研究の進展によって期待される成果・波及効果

	提案者の研究対象外でも構いませんので、本宇宙実験の目的が達成された後に社会に与えうる影響および波及効果について自由に記載して下さい。
本項目の文章は、宇宙実験への搭載が決定した後に、JAXAホームページで使用させて戴く場合があります。
一般の人でも分かるように，平易な言葉での作成にご協力下さい。

	キーワード
	テーマを表すのに相応しいと思われるキーワードを記載して下さい（複数可）。

	学術論文（提案内容に関連したもの、過去10年を目安とし、5報程度まで）

	論文・学会発表、特許等について記載して下さい。
また、過去の宇宙実験の成果を含むものについては、先頭に”○”を付けてください。
 Kibo S, et al., ・・・・. Nat. Commun. 1XX, 10XX-10XX, (20XX)
○ Kibo S et al., ・・・・. Proc. Natl Acad. Sci. USA,4XX, 5X-5X, (20XX)   

	外部資金等獲得状況（本提案で受領したサンプルの解析等に活用できるものが望ましい）

	・平成26年-平成29年度　
日本科学学術振興機構　さきがけ　「◯◯◯◯」領域　
研究題目「◯◯◯◯な手法による原理解明」
・社内研究経費約○○千円を確保済み　等　

	成果の公開について（可否および理由を記載）

	成果公開の可否および、得られた成果を論文等として公開できない理由がある場合は、その理由を記載してください。


●　アンケート（選考とは関係ありません、次回の募集に向けてご協力をお願いいたします。）
(1) 今後の小動物を用いた宇宙実験での研究手法（固定試薬、保管方法等）について、ご意見ございましたらお聞かせください。
(2) 本募集を何で知りましたか？

□「JAXAきぼう利用募集係do-not-reply @sci.scientific-direct.net 」からの電子メール（JAXAがクラリベイト・アナリティクス・ジャパン（株）提供のサービスを利用して配信）

□ JAXAのHP或いは電子メール等

□ 日本宇宙フォーラム(JSF)のHP或いは電子メール等

□ 上記以外の国立研究開発法人からの電子メール（法人名：　　　　　　　　）

□ 関連学会のHP或いは電子メール（学会名：　　　　　　　　）

□ 所属機関事務からの案内

□ 知人からの紹介

□ その他（　　　　　　　　　　）

(3) 過去の応募実績

□ 今回が初めての応募である。

□ 応募実績がある。（□宇宙実験、　□公募地上研究）
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